
 



 

★ 事故を起こした年代は、 
３０歳代､５０歳代が多く、合計１６件です。 
事故の多い時間帯は 

１０時から１２時と 
１４時から１６時の間です。 

◆ 事故の発⽣する場所で多いのは 
  国道５２号及び県道富⼠川⾝延線上で、 

  最も多い事故の類型は 
    単独事故 

となっています。 

８月中の事故分析  

・発⽣件数４７件（先⽉３７件）＋１０件 
・ケガのない事故４６件（先⽉３７件）＋９件 
・ケガのある事故１件（先⽉０件）＋１件 

 

 

紅葉シーズンとなり、登山客も多くなる季節、 

県外からの観光客が増加する 

傾向にあります。 

 よって、バイクや自転車の交通も増加すること

が予想されます。 

薄暮時には、歩行者や自転車の発見が遅れやすく 

スピードは控えめ、早めのライト点灯 

が事故を避けるためのポイントです。 

 歩⾏者や⾃転⾞の⽅も、 

反射材やライトを活⽤し、 

 

発見されやすい服装を⼼がけましょう 

 ⼀⼈ひとりの安全な⾏動が、 
地域の⼤切な命を守ります。 


